第27回群馬緩和医療研究会
プログラム
テーマ：『QOLをたかめる緩和ケア　－口腔ケアとリハビリテーション－』　

日本医師会生涯教育講座認定（3単位）
カリキュラムコード：4.5.10.13.80.81
日本緩和医療薬学会認定講習会（単位申請中）

日本病院薬剤師会生涯研修認定（単位申請中）

日　時：平成25年2月24日(日)　13:30～16:30
会　場：高崎市総合福祉センター　たまごホール

　　　　高崎市末広町115－1　TEL：027‐370‐8822
参加費：1000円　(学生500円)

当番世話人：日高病院　長嶋 起久雄・村岡 やす子
共　　　催：群馬緩和医療研究会・塩野義製薬株式会社

後　　　援：群馬県病院薬剤師会
＊口演の方へ
PC（Windowsのみ）によるスライド投影を行います。Microsoft Office Powerpoint（当日は2010を使用)で作成したスライドファイルをメモリースティックに保存の上、研究会参加受付後、各セッション開始30分前までにスライド受付に提出してください。
一般演題・主題演題の発表時間は5分(時間厳守)、討議時間は3分です。
シンポジウムの発表は各演題指定された時間（15分あるいは10分）でお願いいたします。
スライド枚数に制限はありませんが、発表時間内に収まるようにお願いします。
次の演者の方は次演者席にお座りください。

＊ポスターセッション座長・発表の方へ
ポスターの掲示は、12：30から可能です。研究会参加受付後、ポスター受付にて画鋲をお受け取りください。演題名および所属・演者名の表示につきましては、発表者が準備してください。
ボードの貼付有効面積は横90cm×高さ180cmとなります。貼付スペースの左上に演題番号を用意しますので、その高さより上には貼付しないでください。

ポスター枚数および形式に制限はありませんが、音声･動画の併用はご遠慮ください。
座長・発表者にはリボンをお渡しします。ポスターセッション中はリボンを着用し、5分のプレゼンテーションおよび2分のディスカッションをお願いいたします。
ポスター撤去時間は15:00～16:00です。時間内に撤去されないポスターは、事務局にて処理いたします。その際の保管・返却はできませんのでご注意ください。
開会の辞（13：30～）　日高病院　院長代理　関原 哲夫
セッション1　一般演題　（13：35～14：00）
座長：間島 竹彦（国立病院機構西群馬病院　精神腫瘍科）

本多 昌子（渋川総合病院　看護部）
1-1．帰りたいと話すせん妄を起こしている患者と外出は難しいと話す家族への看護
～患者と家族との間で抱える看護師のジレンマ～
公立富岡総合病院　PCU1) 緩和ケアチーム2)
○丸山英志1）、有坂千賀子1）、藤井智代1）、野田大地(外科)2)、津金澤理恵子2)
1-2．終末期の親を持つ小児に対するケア
日高病院　緩和ケア科1)  4階北病棟2)
○渡邉彩子1)、成清一郎1)、長嶋起久雄1)、樋田めぐみ2)、関根恵2)、村岡やす子2)、佐竹明美2)
1-3．精神疾患を有した「家族と行う」退院支援　～問題解決アプローチの実践から～
前橋赤十字病院　医療社会事業課1) 糖尿病内分泌内科2) 総合内科3)
○杉本彩乃1)、中井正江1)、末丸大悟2)、佐藤浩二3)
セッション2　主題演題　（14：00～14：30）
座長：成清 一郎　 （日高病院　呼吸器内科）
      村岡 やす子 （日高病院　看護部）

2-1．緩和ケア病棟におけるリハビリテーション科 歯科医師の関わり
足利赤十字病院　歯科
○尾崎研一郎、柴野荘一、森山こず恵、堀越悦代、小林幸子、齋藤季子、馬場尊、田村洋一郎
2-2．口腔ケアはがん治療のQOLを向上させる －群馬県立がんセンター歯科口腔外科の取り組み－
群馬県立がんセンター　歯科口腔外科1) 6階西病棟2) 5階東病棟3)
○山根正之1)、川俣綾1)、小川妙子1)、小野一美1)、関根沙友里2)、設楽栄幸2)、新井香2)
  布施裕子2)、藤田弥生3)、堀越真奈美3)、茂木真由美3)
2-3．「KM-CART始めました〜腹水は抜くと○○になる」
原町赤十字病院　外科１）5階病棟看護師２）臨床工学技士３）
○笹本　肇１）、東　陽子１）、岡田寿之１）、田嶋公平１）、内田信之１）、星野哲也２）、大島克彦３）　　　
セッション3　ポスターセッション（14：30～15：00）（1・2・3　同時進行）
ポスター　１   座長：金子 結花（群馬大学医学部附属病院　看護部） 
3-1-1 ．緩和ケアにおけるリハビリテーションによるがん患者のＱＯＬ向上を検証する
　　　　　　～厚生労働省「がん薬物療法におけるＱＯＬ調査票」を用いて～
国立病院機構高崎総合医療センター　緩和ケアチーム　看護部1) リハビリテーション科2)
○金澤かるみ1)、長岡優子1)、村上廣野1)、南本るみ子1)、黒岩宏美1)、中沢まゆみ1)、
羽鳥裕美子1)、塩田麻希子1)、井手正樹2)、佐藤優2)
3-1-2 ．在宅緩和ケアにおけるリハビリテーション　～終末期がん患者の麻痺が改善した事例を通して～
医療法人一歩会　在宅緩和ケア診療所・いっぽ
○長沢仁子、京田亜由美、福田元子、小笠原一夫
3-1-3 ．ターミナル期がん患者に対する家屋評価について
公立藤岡総合病院　リハビリ室 作業療法士
○藤井洋有
ポスター　２   座長：羽鳥 裕美子（国立病院機構高崎総合医療センター　看護部）
3-2-4 ．「わたしの話は聞かなくていいです。」と話す患者との関わりを振り返って
前橋赤十字病院　8号病棟1) かんわ支援チーム2)
○富田俊1)、伊東京子1)、藤生あや1)、関真由美1)、大和彩1)、五十嵐麻衣1)、鈴木大介2)　
小見雄介2)、久保ひかり2)、春山幸子2)、大館由美子1)、小保方馨2)、佐藤浩二2)
3-2-5　. 独居高齢者の服薬アドヒアランスについて考える
前橋赤十字病院　かんわ支援チーム1) 薬剤部2)
○小見雄介1)2)、春山幸子1)、久保ひかり1)、土屋道代2)、須藤弥生1)2)、前島和俊2)
小保方馨1)、佐藤浩二1)、阿部毅彦1)
3-2-6 ．自身の最期と向き合いながら闘病を続けた夫婦との関わり～患者が残した妻への思いやり～
館林厚生病院　4階西病棟
○金子愛、井達理恵、大川文代、宮野桂子、山根美智子、中村敏之
3-2-7 ．終末期にある患者との関わりから　　ヒルデガーE.ペプロウの看護理論を用いて振り返る
日高病院　3階北病棟
○相原鮎美、青木亜希子、小川昌代
ポスター　３   座長：尾方 仁（国立病院機構西群馬病院　ソーシャルワーカー）
3-3-8 ．過去5年間の患者動向から考える西群馬病院緩和ケア病棟の役割
国立病院機構西群馬病院　緩和ケア科1) 精神腫瘍科2)
○高橋有我1)、小林剛1)、間島竹彦2)、斎藤龍生1)
3-3-9 ．がん性疼痛の看護　　－疼痛が増強せず、日常生活が送れるようになった1事例－
国立病院機構西群馬病院　看護部
○竹中尚美、奥澤直美、関口由喜江
3-3-10．フェンタニル貼付剤による副作用～傾眠が強く出現した症例～
前橋赤十字病院　薬剤部
○中野理加、須藤弥生、土屋道代、前島和俊
3-3-11．HIV陽性終末期がん患者の療養場所　－緩和ケア病棟で受け入れた経験を通して－
国立病院機構西群馬病院　緩和ケア病棟
○細川舞、大井寿美江、高橋有我、小林剛
セッション4　シンポジウム（15：00～16：30）
テーマ　QOLをたかめる緩和ケア　　　～　口腔ケアとリハビリテーション　～
座長： 長嶋 起久雄（日高病院　緩和ケアチーム）
春山 幸子　（前橋赤十字病院　看護部）
4-1．緩和ケアのリハビリテーション
日高病院　急性期リハビリ室
○飯塚優子
4-2．がんの終末期におけるリハビリテーションの実践
国立病院機構西群馬病院　緩和ケア病棟　
○大内悦子、大井寿美江
4-3．最後に家族へ出来たこと
日高病院　作業療法士
○後藤麻里
4-4．緩和ケアにおける口腔ケアの役割
日高病院　歯科口腔外科
○角田宗弘、渡部隆夫、柚木泰広、金子美紀、矢島雅美、土田紘美、金子沙奈恵、小野原静香
西彩乃、牧口由似、天笠光雄
4-5．がん治療における口腔ケアの役割
群馬大学大学院医学系研究科　顎口腔科学分野
○根岸明秀、宇田川雅敏、河内奈穗子、山口さくら、須佐岳人、栗田美子、藤村季子、横尾聡
4-6．患者の口腔粘膜障害予防に対するセルフケア能力向上に向けた取り組み
群馬県立がんセンター　5階東病棟1) 歯科口腔外科2)
○藤田弥生1)、堀越真奈美1)、茂木真由美1)、山根正之2)、川俣綾2)、小野一美2)、小川妙子2)
次回開催案内
　　　 前橋赤十字病院

佐藤 浩二
総　　括

国立病院機構西群馬病院
斎藤 龍生

閉会の辞

日高病院

       村岡 やす子
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